
都道府県名 秋田県 市区町村名

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,685,000 113 5,654,000

寄附金額

（円）

119,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

14

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

118

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

寄附者が寄附したい分野の活動を申込書に記載可能

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3

2 2

3 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

２０２０プロジェクト推進事業

未定（寄附者が寄附するときに分野を指定するため、おおよその傾向をまとめてから事業を選択するため）

未定（寄附者が寄附するときに分野を指定するため、おおよその傾向をまとめてから事業を選択するため）

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

海外チームの事前合宿誘致、交流合宿の実施。トップスポーツ大会等への支援をとおし、
県内の競技力向上を図る。

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・トップスポーツ大会では、県外からのチーム（選手・監督・コーチ）や関係者（協会等）、応援団などが県内に宿泊し、
飲食やお土産の購入、競技会に必要な備品や消耗品等の購入などの経済効果をもたらしている。

・県内の高校生がタイ国で、バドミントンの交流合宿を行い、技術向上に努めた。
・トップスポーツ大会の支援から、県内の競技者や指導者、スポーツ愛好家に高いレベルの競技会を見てもらい、競技力向
上等につながる支援ができた。



○

○

　　⑩その他

合計

0

121,526

148,530

0

0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

150,000

181,104

27,004 31,104

広報に係る費用

0

0

0

0

0

県市町村管轄の施設を中心とした県内施設の割引等サービス券を配付。サービスはその施設が考えている。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品が華美な物になり、自治体での寄附金争奪競争にならないよう、趣旨に基づいて実施するようにしたい。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 秋田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

169,553,505 3,368 166,796,505

寄附金額

（円）

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

3,434

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

寄附者の使い道指定の割合により充当
する予定

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

東北六魂祭開催経費

東北六魂祭の開催地として、各イベントを運営し、秋田市、ひいては東北の観光振興
に寄与する

今後計画予定

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

寄附者の使い道指定の割合により充当
する予定

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

約３１億円の経済効果があった

秋田や東北の物産、芸能の魅力を広く周知することができた



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計

16,000

69,453,000

4,551,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

研修会費

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

86,780,000

1,476,000 2,229,000

広報に係る費用

66,732,000

1,229,000

80,000,000

　市内で生産加工されたものや、市内で提供されるサービスについて、民間事業者からの提案を受け、
審査をしている。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 能代市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

36,201,000 1,814 36,125,666

寄附金額

（円）

5,694,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

319

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

1,822

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　事業や分野に優先順位は設けていないため、回答できない。

①

Ｂ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

　本市では、受入寄附金は一般財源としており、特定の事業に活用していない。

　本市では、受入寄附金は一般財源としており、特定の事業に活用していない。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

本市では、受入寄附金は一般財源としており、特定の事業に活用していないため、効果の検証を行っていない。

本市では、受入寄附金は一般財源としており、特定の事業に活用していないため、効果の検証を行っていない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

本市では、受入寄附金は一般財源としており、特定の事業に活用していないため。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　総務省で示している基準に反しないもの。

　市内宿泊施設で利用できる割引クーポン券

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,315,000

21,569,000

341,077 501,000

広報に係る費用

7,022,310

1,822,000

722,700

14,400,000

2,880,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　ふるさと納税者へ贈呈することとしている宿泊クーポン券かかる事務費

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

1,420,726

36,000

11,364,813

307,000

2,166,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

返礼品の価格を関係要綱上で表示していたが、表示しないこととした。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 横手市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

54,106,620 2,532 48,886,100

寄附金額

（円）

6,173,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

307

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,538

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

使い道はお任せします

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

3 2

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

※寄附者の希望する事業を実施しているため、特に力を入れている事業はない。

※計画中

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・事業の規模拡大やＰＲを強化することができた。

寄附者の方へ交流情報誌を送るなどしていることから、交流人口、応援人口の増加や物産振興、産業振興につながるものと
考える。また、地元産品のブランドイメージの向上、市のイメージアップにもつながっている。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

市内業者に公募。市へ応募用紙を提出（随時受付）。担当課内で審査し、承認したものを返礼品として登録。
基準：①横手市内で栽培、製造、加工、販売、サービス等を行っている②事業者は横手市の税について滞納がないこと③代
表者等が、暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に掲げる暴力団の構成員等でない者。
④その他、横手市が認めるもの

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

950,600

62,724,600

276,841 700,000

広報に係る費用

18,625,525

2,001,670

982,930

40,600,000

8,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

・職員旅費、ラッピングバス（ふるさと納税ＰＲバス）剥離復元費、消耗品等

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

5,448,219

537,673

27,872,858

594,000

11,880,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップ特例制度に関して、年末年始の事務量が相当多くなるため、自治体の負担が大きい。事
務が煩雑になり、間違いが起きる危険性が高い。・返礼品目当てで納税する方が多く、「寄附」という
概念が薄れているような気がする。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・制度がむずかしい　　・手続きが面倒　　・自治体によって申請書を全員に送ってくれるところと、
必要に応じて自分で手配しなければならないところがあり、対応が違うので混乱する。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 大館市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

385,120,458 23,657 385,120,458

寄附金額

（円）

84,345,093

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

4,832

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

23,657

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

特に指定しない、寄附者が希望する事業

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

小学校用タブレット端末購入事業

ITを活用した授業により情報化社会に対応できる人間力を育成する。17校、262台配置。

住宅リフォーム支援事業（拡大）

子育て世帯、三世代同居世帯、空き家購入後、移住者に対象を拡大。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施したエコカー購入事業（４台）により、184,865円の経済効果につながった。

・タブレット端末による授業により、グローバルな視野を培う教育につながった。
　

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

大館商工会議所と協働により、地元事業者の手上げ方式を採用。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

175,784,000

3,614,349 2,616,192

広報に係る費用

145,386,352

29,409,480

0

135,381,766

22,192,380

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

17,663,531

0

196,073,712

0

15,593,662

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

地元特産品をはじめとする地域の情報を広く発信できるツールであることから、このまま継続していただきたい。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附ごとに寄附金税額控除に係る申告特例申請書を提出するのが面倒。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 男鹿市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

22,344,500 1,369 22,294,500

寄附金額

（円）

5,334,500

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

297

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

1,373

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

活用状況（事業内容等）は、これまで寄附金額の見込みが不確定であったため、活用先を決めていな
い。
今後、市で使途を明確にすることを検討し、公表する。
※時期未定

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない



○

○

○

○

　　⑩その他

合計

55,080

8,152,345

68,040

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

11,198,040

79,628 130,000

広報に係る費用

8,017,637 11,000,000

男鹿市で生産、加工、製造したもの、男鹿市で生産されたものを原料に加工・製造したもの、男鹿市を
ＰＲしていると認められるもの、男鹿市で宿泊できる割引クーポン等

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 湯沢市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

248,037,519 ○ 23,737 248,037,519 ○

寄附金額

（円）

- ○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

-

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

23,737

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

 ７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
 （する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

1 1

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

放課後児童健全育成事業

放課後児童クラブ委託料ほか

秋田県種苗交換会協賛事業

協賛会負担金ほか

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

 14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12. （11 で② ～④ と 回 答 し た 場 合 ） 受 入 額 実 績 や 活 用 状 況 （ 事 業 内 容 等 ） の 両 方 あ る い は い ず れ か に つ い
 て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・市の重要な地場産業の一つである川連漆器の後継者育成事業等に充当。７名が研修を終え後継者として漆器産業に携わっ
ている。

・市内全ての小中学校にかかる授業用教材、図書購入費等の一部に充当。購入した新しい教材は、学ぶ力を育む一つのツー
ルとして利用され、学習意欲の向上につながっている。
・雪降ろし作業を自力で行うことが困難な高齢者世帯等に、雪降ろし費用の一部を助成。750回程度の助成申請があった。



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 163,216,570

540,000

3,699,812

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

旅費、臨時職員賃金

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,541,720

191,400,972

2,087,640 2,919,440

広報に係る費用

138,369,600

22,759,330

162,342,000

20,358,000

市が規定している「事業者の要件」及び「募集する特産品」の要件を踏まえ、市のＰＲにつながる商品
としてふさわしい品であるかを審査し、選考している。

空き家の見回りサービス、墓地の清掃サービス

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

 （１） 平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

今後、ふるさと納税の趣旨を逸脱することのないような仕組みや、各地方団体への意識付けが必要かと考え
る。
それを踏まえたうえで、ふるさと納税には多くのまだまだ多くの可能性があると考える。

 （２） 平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特にありません。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 鹿角市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

54,714,000 64 54,620,000

寄附金額

（円）

140,000

○

○

○

○     ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

8

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

73

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

高額寄附があったため

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 2

3

2 3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 十和田八幡平国立公園がそれぞれ国立公園指定８０周年（十和田八甲田地域）・６０周年（八幡平地
域）を迎えることから、記念事業を実施する。

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

各種スキー大会や駅伝大会を開催するほか、小学生へのスキークーポン券の発行や小学生を対象にし
たアスリート育成プログラムを実施し、競技人口の底辺拡大を図る。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

スキーと駅伝のまちづくり事業

十和田八幡平国立公園指定記念事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

把握していない

各種駅伝大会やスキー大会の開催により、交流人口の拡大が図られた。また、市内小学生への無料クーポン券の発行によ
り、スキー人口の底辺拡大が図られた。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知に該当しないものであれば、基本的にすべて取り扱っている。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,980,000

13,034,000

76,950 267,000

広報に係る費用

0

59,490

0

6,930,000

2,912,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

返礼品配送業務委託料

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

298,502

0

434,942

540,000

405,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

換金性や資産性の高いものは取り扱っていない

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

政令指定都市などの大規模な自治体が返礼品を取り扱って寄附を募るのは、制度のコンセプトにそぐわないのではないで
しょうか。人口の社会増減や自然増減等の指標を基準に、寄附控除の対象にする自治体、対象にしない自治体の線引きをさ
れてはいかがでしょうか。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 由利本荘市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

30,426,810 1,646 30,251,810

寄附金額

（円）

3,328,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

261

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

1,652

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

②



平成27年度 平成28年度（予定）

1 2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

桜維持管理事業

桜満開のまちづくりを目指すために、木の剪定やウソ（鳥）対策、桜の植栽等を行っ
ている

桜維持管理事業

桜満開のまちづくりを目指すために、木の剪定やウソ（鳥）対策、桜の植栽等の他、
子育て支援事業として、公園遊具の点検や修理、５歳児健康診断やロタワクチン
予防接種事業を予定している。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した事業（さくら整備）により、15,329,497円の経済効果があった。
 

さくら満開のまちづくりを進めるにあたり、桜の維持管理についてこれまでに比べ充実させることができた。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

下記の基準を設け、公募している。
①市内に本社または主たる事業所を有する法人または個人
②申込み時に市税の滞納がないこと
③寄附者へ，謝礼品を直接配送することができること
④暴力団の構成員または暴力団に協力し、もしくは関与する等これに関わりを
持つ者でないこと

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

4,427,000

246,841 723,000

広報に係る費用

498,847

144,794

1,435,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用（）

その他

合計

686,096

1,576,578

288,000

1,981,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 潟上市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

17,226,000 ○ － －

寄附金額

（円）

1,345,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

79

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

635

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

郷土文化財保存

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3 2

1

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

花いっぱい堤防整備

八郎湖護岸堤防付近の堤防の整備

防犯カメラ設置工事

中学校の防犯カメラを設置します。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
障害福祉

　　⑦地域・産業振興



②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

受け入れ状況については寄附者の方へのお礼の気持ちを込めて公表しているが活用状況については活用
の実績がない事業もあるため（基金として積んでいる）、今後の状況次第では公表します。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・堤防付近を整備することで不法投棄等が減った。

・堤防が整備されることで、景観が良くなり市民の憩いの場となった。



○

○

○

○

○ 　　⑩その他

合計

0

48,600

3,443,972

0

0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

ふるさと納税申込みポータルサイトの利用料

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

49,000

4,487,800

0 0

広報に係る費用

2,823,872

571,500

0

3,628,800

810,000

潟上市内の企業から提供されるもの

酒、花き、ウェルカムサービス券

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 大仙市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

9,013,187 80 8,969,187

寄附金額

（円）

535,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

12

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

85

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

②



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

まるびちゃん追加作成事業

市のマスコットキャラクターの着ぐるみ作成

ＦＭはなびラジオ整備事業

高齢者世帯を対象として防災ラジオを配付

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・市内のイベントにおける貸出し依頼が殺到していた市のマスコットキャラクターである「まるびちゃん」の着ぐるみを追
加で作成したことにより、市内での活用のほか首都圏における市のＰＲ事業においても活用が促進された。
・高齢者世帯への防災ラジオ配布により、コミュニティＦＭの利用促進と有事の際の連絡手段の補強が図られることが期待
される。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○ 　　⑩その他

地域の特産品開発コンクールの入賞作品を対象として選定。

地域の各種特産品詰合せ

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

617,460

0 0

広報に係る費用

256,100

154,700

106,960

289,500

182,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

21,600

0

539,360

118,960

27,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税の知名度が高まったことで、地方の市町村間においてもこれまで以上に多額の寄附金の移動があるものと考え
られ、特産品等を用いた寄附集めにより税収が過度に減額となる市町村が出ないよう、ある程度の配慮が必要と考える。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・寄附者自身で特例制度の対象となるのか判断することが難しい。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 北秋田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

62,337,000 536 62,316,000

寄附金額

（円）

1,221,000

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

62

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

538

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業

伊勢堂岱縄文館の建設、環状列石周辺への芝生張り、園路の設置、広葉樹の森と掘立柱の復元など

未定

未定

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業によって、入館料としての収入や、北秋田市へ訪れる人が多くなったことで、遺跡以外の
施設等への経済効果も期待できる。また、大館能代空港から比較的近い場所にあるため、空港の利用者が増加することも考
えられる。

・縄文館設立、環境整備することにより、北秋田市への来訪者の増加。
・縄文館内にある遺跡解説映像は英語、中国語、韓国語に対応しており、国内のみでなく外国人の来館も想定されるため、
交流人口の拡大につながる。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

北秋田市特産品の振興に資するもの

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

68,040

3,494,280

133,018 86,400

広報に係る費用

1,562,500

401,591

2,100,000

540,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

27年度（ふるさとﾁｮｲｽ手数料48,600円、ふるさとﾁｮｲｽ導入費用32,400円、ﾔﾌｰ公金支払ｻｰﾋﾞｽ手数料19,440円）
28年度（ふるさとﾁｮｲｽ手数料48,600円、ﾔﾌｰ公金支払ｻｰﾋﾞｽ手数料19,440円）

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

100,440

2,197,549

699,840

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

総務大臣通知において、返礼割合の基準について明確にしてほしい。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 にかほ市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

50,290,615 2,501 48,778,640

寄附金額

（円）

9,791,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

450

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,513

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

教育推進のための図書購入

市内小中学校にて図書を購入

現在検討中

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



③

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

本市は昨年度８月から特産品の送付を行っているが、それまでは、前年度寄附者に対して通知により寄
附額と活用状況を公表していたため、特にＨＰ等では公表を行っていなかった。昨年度からは特産品の
送付をはじめ、寄附者も大量に増加したため、今年度からはＨＰ等での公表を行う予定である。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

図書の購入は、直接的に経済効果が生まれるものではないと考える。

本取組により、速効性のある効果が生まれるとは考えにくいが、今後、子ども達の読書・教育の推進などの効果を期待して
いる。



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計

184,418

22,751,677

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用（受領証明書郵送料）

その他

18,020,859

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

503,389

広報に係る費用 4,043,011

広報やHPにて市内事業者を募集している。市内に本社又は事業所を有する法人又は個人が提供するもの
であること、主ににかほ市内で製造・加工・採取・栽培等を行っている物であること、市税等の滞納が
ないこと、という基準を設けている。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品の送付について、商品のＰＲや新たな販路拡大など、地域活性化に繋がる制度と考えている。先
般問題となっている高額な返礼品等への対応については、具体的な商品例を含めた基準が必要と考え
る。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

制度の利便性等に関する意見は受けていないが、制度の詳細や事務処理方法に対する説明の要望が多々
あった。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 仙北市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

79,511,100 ○ 5,874 79,511,100 ○

寄附金額

（円）

23,787,100

○

○

○     ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

1,758

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

5,874

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

返礼品制度の開始

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

田沢湖再生クニマス里帰りプロジェクト事業

70年ぶりに西湖（山梨県）で発見された田沢湖固有のクニマスの里帰りや、田沢湖再生の取り組み。

①

Ｂ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

未来を担う子供たちを育む事業

市内保育施設に遊具を購入

未来を担う子供たちを育む事業

市内公園の維持管理、市内保育施設に遊具、楽器、図書等の備品購入

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

子育てに適した環境を整備することにより、子育て世帯の増加、生産年齢人口の増加を図り、経済活動を活性化

・子どもの知的好奇心や探究心、社会性や協調性を育てられる。
・子どもの運動機能が発達する。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

今後掲載予定である。（７～８月頃）

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

・各種法規則、条例に沿った生産・製造・販売を行っていること。
・原則、本社（本店）、支社（支店）及び事業所、工場が村内にある企業・団体または個人業者であること。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

10,392,000

54,424,000

769,971 992,000

広報に係る費用

27,960,615

3,323,103

36,790,000

4,850,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

臨時職員に係る経費、ふるさと納税に係る業務委託料

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

6,401,750

7,150,934

45,606,373

150,000

1,250,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 小坂町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

28,395,100 881 27,975,100

寄附金額

（円）

4,500,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

154

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

893

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

基金として積立しているため事業実施無し（基金残高がまだ少ないため）

基金として積立しているため事業実施予定無し（基金残高がまだ少ないため）

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

基金を取り崩して事業への活用が始まれば公表する予定。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

独自の基準を設けて該当する事業所に協力を呼びかけて選定している。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

4,155,000

275,833 155,000

広報に係る費用

7,685,378

1,244,463

3,000,000

1,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 9,205,674

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

地方に光が当たるとともにアイディア次第で人もお金も循環させることができるため、地域活性化にはとても良い制度だと思っている。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 上小阿仁村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,185,000 17 2,185,000

寄附金額

（円）

40,000

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

2

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

17

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

特になし

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

3 3

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

特になし

特になし

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない



○

○

○

　　⑩その他

合計

0

0

271,990

98,040

324,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

822,040

0 0

広報に係る費用

271,990

0

0

400,000

0

道の駅に委託し、季節に応じた特産物を贈っている。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 藤里町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

4,750,000 63 4,565,000

寄附金額

（円）

0

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

0

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

71

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

②

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

なし

なし

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

現在事業を行っていくために寄附金を積み立てている状況なので活動状況の公表はしていない。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計 0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

500,000

広報に係る費用

500,000

地元特産品提供可能者へ直接連絡

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

なし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 三種町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

109,549,302 8,932 109,549,302

寄附金額

（円）

17,890,000 ○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

1,660

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

8,932

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

地域雇用創出事業

町内中小企業が新規雇用・設備投資に補助金を交付

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　　    ・ふるさと納税を財源として実施した地域雇用創出事業により、新規雇用効果を期待
　

　・地方創生総合戦略に掲げる定住対策への効果を期待
　

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　町内で栽培、製造、加工、サービス等がなされるもの

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

49,657,000

885,000 657,000

広報に係る費用

50,000,000

5,400,000

35,000,000

3,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

9,000,000

65,285,000

11,000,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

平成28年1月以降、本人確認資料の添付が必要になり手続きが面倒となり手軽さがなくなった。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 八峰町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

12,406,800 ○ 934 12,406,800 ○

寄附金額

（円）

2,552,000 ○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

119

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

934

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　町長が必要と認める事業

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

　ふるさと応援号（研修バス）購入事業

　研修バスの老朽化に伴い、傷みの激しい車両を更新する

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　・　学校行事や生涯学習など幅広い分野の活動が継続されることにより、教育・人づくりなどに効果がある。



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計

61,080

0

6,502,860

250,000

41,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　・　事務補助員＋通勤手当

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,739,000

12,250,000

141,995 220,000

広報に係る費用

5,207,521

1,041,504

50,760

8,333,000

1,667,000

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　・　特にありません

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　・　特にありません

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 五城目町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,482,000 82 1,482,000

寄附金額

（円）

45,000

○

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

4

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

82

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

個々の寄附額が高くなっていました。

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

町民の抱く夢をかなえる事業

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
町民の抱く夢をかなえる事業

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

教育、文化の振興に関する事業

親子学習活動支援事業交付金として

町民の抱く夢をかなえる事業

結婚支援事業に充当

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興

町民の抱く夢をかなえる事業



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

特にありません。

・保育園・幼稚園での親子学習（お話会・夏まつり等）活動として、親子一緒に学習したり活動内容が充実し有効に活用し
た報告を受けています。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

　　⑩その他

5,000円以上納付者に新米あきたこまち5kgを返礼品としている。当初からの返礼品でした。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

2,551,000

2,663,000

62,000

広報に係る費用

150,686 50,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

・ふるさと納税推進事業の一括代行業務委託予定

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 150,686

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 八郎潟町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,345,000 113 2,235,000

寄附金額

（円）

135,000 ○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

15

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

115

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 2

3 3

2 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

財源が豊かになり、事業を充実させ経済効果を生むことを期待しています。



○

○

　　⑩その他

合計 0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

回答不可

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

広報に係る費用

町の特産品にするためＰＲし、生産団体の活動を後押しするため。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

今後も、自治体を応援してくださる方を大切にし、町の特産品等のＰＲもできる制度であって
ほしいと思います。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 井川町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,703,846 11 313,846

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

0

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

35

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

日本国花苑の整備及び充実

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
基金として積み立て

　　⑦地域・産業振興



①

②

①

　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない



　　⑩その他

合計

0

0

0

0

0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

200,000

0 0

広報に係る費用

0

0

0

200,000

0

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

通知に沿った返礼品を検討し送付する予定

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

地元米の有効活用

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 大潟村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,125,000 ○ 109 1,125,000 ○

寄附金額

（円）

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

109

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
寄附金額少額により現在基金として積立

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・今後広報等での掲載を検討（時期未定）

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

基幹産業である農業、特にお米にこだわり選定。そのほか地場産の商品を使った加工品を返礼し地域活
性化を図っている

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

942,000

広報に係る費用

400,000 939,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 400,000

3,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 美郷町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,434,000 100 5,424,000

寄附金額

（円）

530,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

19

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

101

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

②



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

各分野において第一線で活躍している人たちによる、一流の芸術を鑑賞することにより、
感性豊かで創造力にあふれた子どもたちを育てる。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

ドリーム体験！ほんもの講座

青島広志先生のおしゃべりコンサート（対象：町内全小学校１～６年生）

ドリーム体験！ほんもの講座

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

特になし

次代を担う子どもたちの感性・創造力の育成、自分らしく生きる子どもたちを育てる

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

返礼品の取扱い要件（町内で生産、加工等されているものなど）を設定し、要件に合致するものを返礼
品として選定した。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

606,000

74,220 30,000

広報に係る費用

384,791

86,400

468,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 545,411

108,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○     ⑤その他

○     ⑤その他

○ 　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

町の特産品のＰＲの場として、さらに選択できる返礼品（通知に沿った品）の種類を充実する予定。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

町の特産品のＰＲの場として、選択できる返礼品（通知に沿った品）の種類を充実した。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

通知に沿った返礼品送付を行っているが、町特産品のＰＲの場として返礼品の充実を図った（選択肢の増）。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

通知に沿った返礼品送付を行っているが、町特産品のＰＲの場として返礼品の充実を図る予定（選択肢の増）。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 秋田県 市区町村名 羽後町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

11,212,000 - -

寄附金額

（円）

1,260,000

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

70

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

602

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

②

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

確認できない

少子化対策基金の創設

子育て環境整備等に対し支援するための基金を創設する

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興

確認できない



②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

これまでは事業内容は詳しく公表できなかったが、今年度は基金を創設したこともあり、広報等で周知していく予定。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

少子化対策基金での取り組みの一つである奨学金を活用した地元定着の事業を取り組むことにより、地元雇用創出に一定の
効果があるものと期待される。

少子化対策基金の創設により、子育て環境整備の充実が図られ、少子化傾向に一定の歯止めがかかることが期待される。



○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 6,147,042

468,000

108,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

7,420,000

87,096 220,000

広報に係る費用

5,071,229

550,237

438,480

6,000,000

624,000

町広報等で地元業者に特産品の提供募集を行い、内容、価格、出荷可能数、出荷可能時期等から総合的に判断し、選定している。

西馬音内盆踊りにちなんだグッズ

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

大臣通知後に通知内容をもとに返礼品の送付を始めた。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

税収の少ない自治体にとっては、非常に有益な制度でもあり、特産品の提供によって、地元経済にとっても非常に効果が高いと思われる。
一方で、寄付件数が多いほど事務量の負担が大きく、事務の効率化が今後の課題である。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 秋田県 市区町村名 東成瀬村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,352,000 59 2,352,000

寄附金額

（円）

135,000 ○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

6

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

59

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ｂ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

縄文ロマン事業

上掵遺跡の遺跡確認調査を実施し、遺跡の性格や範囲等の全容解明を図る取組

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

村単講師配置事業

村単講師（臨時）を採用し、教科及び教育活動の指導充実を図る

村単講師配置事業

村単講師（臨時）を採用し、教科及び教育活動の指導充実を図る

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

現時点で広報媒体での公表はしていないが、今後は広報媒体を活用した公表を検討していきたい。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した村単講師配置事業により、１人の雇用に繋がるなど雇用創出効果があった。

・中学校への講師配置により、教科及び教育活動の充実が図られ、きめ細かな指導につながった。



○

○

○

　　⑩その他

合計 479,910

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

600,000

広報に係る費用

479,910 600,000

現在は村の基幹産業である米を選定している。今後は村産の農畜産物も返礼品として検討している。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度により、確定申告をする必要のない方にとって手続の簡素化等利便性が
向上している。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について
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